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新
　
規

地元チームの選手と触れ合う

シャルム　サッカー教室
【予算10万円／スポーツ振興課☎�０４２５】

　全国で初となる学生チームでの「なでしこリーグ」昇
格を果たしたＦＣ吉備国際大学シャルムの選手を講師に
サッカー教室を開催します。地元チームを講師にサッカー
教室を開催することにより、サッカーの楽しさを感じて
もらい、子どもたちが将来への夢を膨らませることを期
待しています。

観光・スポーツ・文化交流を促進し、　交流人口１００万人を目指します【交流・観光施策】

新
　
規

スポーツの振興と交流人口の拡大に

スポーツ交流推進事業
【予算 916 万円／秘書政策課☎�０２０８】

　ＦＣ吉備国際大学シャルムがなでしこリーグへ昇格し、
学生チームとして登録するという全国初の快挙を成し遂
げたことを契機に、同チームをスポーツ振興・交流の要
と位置づけるとともに、本市のスポーツの振興ならびに
スポーツ交流人口の拡大のために助成します。

継
　
続

子どもたちに夢の大切さを

ユメセン（JFA こころのプロジェクト）「夢の教室」
【予算135万円／スポーツ振興課☎�０４２５】

　市内小学５年生を対象に日本の各競技のトップアス
リートや引退した選手が夢先生となり、授業を通じて夢
を持つことの大切さや自分の夢について考えるきっかけ
になる授業を行います。

継
　
続

文化・スポーツ交流活動を応援します

文化・スポーツ交流事業奨励金
【予算300万円／社会教育課☎�１５１６スポーツ振興課☎�０４２５】

　市内の社会教育または体育施設を利用して行う文化・
スポーツ交流活動を奨励し、交流人口を増加させること
を目的に、その文化・スポーツ交流事業を行う主催者ま
たは主催団体に対して奨励金を交付します。

継
　
続

広域的なスポーツ交流を進めます

ヒルクライムチャレンジシリーズ 2013 高梁吹屋ふるさと村大会
【予算440万円／スポーツ振興課☎�０４２５】

　健康志向やエコに対する意識の高揚から世界的に自転
車がブームとなっています。広域的なスポーツ交流を進
めるため、平成 23 年度から開催している本大会を継続
して開催します。本市を日本だけでなく世界に発信する
機会として活用していきます。

継
　
続

技術力の向上を目指して

チームのコーチはシーガルズ！（コーチ派遣事業）
【予算131万円／スポーツ振興課☎�０４２５】

　岡山シーガルズの選手・コーチが市内でバレーボール
活動を行っているスポーツ少年団や中学校に対して、出
張の個別指導を行います。それぞれの団体の技術レベル
や目標に応じたきめ細かい指導が可能となり、技術力の
向上へつながります。

新
　
規

新たな魅力で全国に発信します

備中松山城ライトアップ事業
【予算175万円／産業振興課☎�０２１７】

　備中松山城をライトアップし、松山城の新たな魅力を
引き出すと共に、全国に情報を発信し観光振興を図りま
す。ライトアップにより、幻想的な松山城を醸し出すこ
とができ、まちのシンボルとして印象付け、また、市民
のお城への愛着心をさらに高めます。

継
　
続

郷土の偉人を全国に

山田方谷顕彰・啓発事業
【予算 50万円／秘書政策課☎�０２０８】

　幕末の備中松山藩の陽明学者「山田方谷」の偉業や業
績を知ってもらうため、顕彰・啓発事業を実施します。
特に、市民の皆さんに広く知っていただくため、ワーク
ショップなどを展開します。

継
　
続

高梁の優れた景観を守ります

景観計画策定事業
【予算329万円／まちづくり課☎�０２５７】

　山並みや川の流れなどの「自然の景観」、神社仏閣・史
跡や祭事などの「歴史文化の景観」、棚田などの「農村の
景観」。まちのにぎわいや祭りなどの「生活の景観」など、
高梁市の優れた景観を守り、育て、創っていくために景
観まちづくり指針となる景観計画を策定します。

継
　
続

高梁らしい魅力の発信

観光戦略アクションプラン推進事業
【予算 200 万円／産業振興課☎�０２１７】

　推進協議会を設立し、各観光協会をはじめ、民間企業、
各種団体、そして地域住民の力を集結して観光振興を進
めていくものです。観光活性化により地域に活力と賑わ
いを創出するための協働の推進を目的として補助金を交
付します。

新
　
規

地域の文化・芸能を維持

渡り拍子調査・記録業務
【予算 75万円／産業振興課☎�０２１７】

　高齢化・過疎化が進み、衰退しつつある渡り拍子を調査・
記録し、伝承に必要な資料整備を行い、地域文化・芸能
の途絶を防ぐことを目的としています。観光資源として
活用し、地域の文化・芸能を維持することにより地域自
体の活性化・交流人口の増加につなげていきます。

継
　
続

歴史的な町並みを守ります

吹屋伝建家屋保存事業
【予算 2,956 万円／社会教育課☎�１５１６】

　吹屋の町並みは昭和 52 年に国の重要伝統的建造物群
保存地区に選定されて以降、計画的に修理、修景整備を
実施しています。平成 25 年度は３件の保存修理、修景
整備を実施します。

（産業振興課調べより）

まちのデータ 観光客数の推移


